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審査前インタビュープログラムの拡張
　米国特許庁（写真）が実行してきていた
Pre-Examination Interview Program（審査
前インタビュープログラム）が、５月16日か
らあらゆる技術分野に及ぶことになりまし
た。今までは、ある限られた狭い分野だけで
行われてきたのですが、その良好な結果に鑑
みて、米国特許庁長官であるデビット・カッ
ポス氏（写真）は、技術分野を限定せず総て
に適用するように改めてプログラムを導入す
ることにしました。今回のこのプログラムは
2012年５月16日まで続く予定です。
　このプログラムの目的は、審査官と出願人
とのコミュニケーションを促進し、審査を加
速させることです。前回のプログラム（2009
－2011）が適用された特許出願をみてみる
と、その34％に関して最初のオフィス・アク
ションで特許許可が出たようです。普通に審
査された出願では、それが11％であったこと
と比較するとそこには有意義な差異が認めら

れました。そのため、カッポス氏はプログラ
ムを全技術分野に拡張して再び実行すること
を決めたようです。
　審査前インタビュープログラムでは、最初
のオフィス・アクションが発行される前に出
願人が審査前インタビューを申し込むと、必
ず審査官との審査前インタビューの機会が与
えられます。旧来の審査プロセスでは、最初
のオフィス・アクション前のインタビューの
是非は審査官次第ですが、このプログラムに
よれば、インタビューを求められた審査官は
断ることができません。
　無論、審査前インタビュープログラムはど
のような出願にでも適用されるということで
はなく、ある基準を満たさなくてはなりませ
ん。その基準については紙面の関係上ここで
は省略します。必要なら、次のウエブサイト
をご参照ください。http://www.uspto.gov/
patents/init_events/faipp_full_preog.pdf
　プログラムに参加したい場合には、まずリ
クエスト（写真）を電子的に提出します。リ
クエストを受けた審査官は、本格的な審査活
動に入る前に、従来技術の引用と拒絶・許可
の理由を含む「pre-interview communi ca-
tion」（インタビュー前通知）を出願人に送
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ります。それを受けた出願人側は、インタビ
ューの希望日程と補正案・議論を審査官に送
ります。インタビューでは、審査官と出願人
（の代理人）とが従来技術の解釈、請求項の
範囲、補正案について議論します。
　アメリカの代理人から見ると、審査前イン
タビューが役に立つかどうか不明なところが
多分にあります。通常の審査官インタビュー
と同様に、審査官によって有効性にばらつき
があるからです。極端に言えば、審査官の個
性の数だけの違いが存在するということなの
です。
　たとえばＡ審査官はインタビューの前にあ
まり準備しません。インタビューでは、Ａ審
査官はあやふやとした答えしかしない結果に
なりがちで、結局インタビューをしなかった
のと変らないことになってしまいます。
　次に、「拒絶したら叱られないが、許可し
たら責められる」という雰囲気（少し前まで
の米国特許庁内の一般的雰囲気）の中で審査
経験を積んできたＢ審査官は、総ての出願人
がいわゆる敵だと考えています。Ｂ審査官を
相手にインタビューをした出願人は、審査官
との間でまともにコミュニケーションができ
たと思えないかもしれません。
　理想的には、Ｃ審査官を相手にしたインタ
ビューです。Ｃ審査官は、審査前インタビュ
ーに備えて十分に準備をし、好意的に審査前
インタビューを実行してくれます。Ｃ審査官
にインタビューをすれば、プログラム本来の
目的である審査加速と効率向上を実現できる
でしょう。
　このプログラムが必ずしも好ましい結果を
生まない理由は、Ａ審査官やＢ審査官のよう
な人々の存在だけではありません。このプロ
グラムは、面接審査の回数を増やすことで、
以前より審査官の仕事を増やすと考えること
もできるのです。特に上記Ａ審査官のタイプ
はそのように考える傾向があるようです。１
つの特許出願を最初から最後まで終わらせる

ために審査官に与えられる時間は限られてい
ます。長年の経験のある審査官ほど審査前イ
ンタビューの無い状態で審査を進めることに
慣れているので、この新しいインタビュープ
ログラムには反感を持つかもしれません。
　審査前インタビュープログラムは、統計的
にはすでに好ましい結果を残していますし、
相手にする審査官のタイプを上手に見極めれ
ば、拡大された全ての技術分野においても今
までと同様に好ましい成果が生まれるものと
期待されます。また、このプログラムが浸透
していけば、Ａ審査官やＢ審査官もＣ審査官
の方に近づいていくのではないでしょうか。
米国特許庁ではこれから、Ｃ審査官タイプの
審査官でいっぱいになるように祈りましょ
う。
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